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はじめに 

代表取締役 泉 三弘 

2025 年の産業業界は、良い話を耳にする事が無く過ぎ去ったよう

に感じます。特に労働者不足が深刻な問題になっている企業が多く、

めっき業界も他人事ではありません。後継者問題を含め経営困難な

ため廃業を余儀なくされる企業も年々増加の一途を辿っている現状

を考えると感慨深いものがあり、めっき業界・産業界に良い風が吹き

込んでくる見通しがなく、更なる危機感を感じる年でした。 

弊社では、従業員が働きやすい職場環境づくりや周辺住民とのコミュ

ニケーション・社会貢献や環境貢献に更に取り組み SDGs17 の目標

を達成できる企業としての努力を日々つづけ、脱炭素・カーボンニュ

ートラルの活動に邁進してまいります。 

なお、硬質クロムめっきは、化学物質を多く使用しておりますが、弊社

では取り扱いなどリスクアセスメントを基本とし、全従業員に周知の

徹底のための教育をしています。 

また、地球環境保全として、地下ピットなどの修繕に取り組み、土壌汚

染対策の徹底を目指します。 
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事業所名及び代表者氏名 

第一化学工業株式会社 

代表取締役社長 泉 三弘                     

所在地 

〒115-0051  

東京都北区浮間５-７-９ 

連絡先 

TEL：03-3966-2476  

 FAX：03-3966-2494 

E ﾒｰﾙ：info@daiichi-kagaku.com 

資本金 

2,000 万円 

設立 

1963 年（昭和 38 年）1 月 

 

事業の規模 

 単 位 
2023 年 

(2023 年 1 月～2023 年 12 月) 

2024 年度 

(2024 年 1 月～2024 年 12 月) 

2025 年度 

(2025 年 1 月～2025 年 12 月) 

主要製品の出荷額 百万円 150 156 142 

従業員数 人 19 19 17 

敷地面積 ㎡ 239.04 239.04 239.04 

延べ床面積 ㎡ 356.93 356.93 356.93 

作業場面積 ㎡ 121.85 121.85 121.85 

対象範囲は、組織の概要に記載した全組織・全活動・全従業員を対象に活動しています。 

行動宣言 

1. 当会社は、お客様のご信頼にお応えし最高の製品・最良のサービスをご提供します。 

2. 当会社は、常に新しい技術の開発に挑戦しお客様のお役に立てることを喜びとして日々

研鑽努力を続けます。 

3. 当会社は、共生する社会の一員として法令および社会の規範を守り誠実に業務を遂行

します。 

4. 当会社は、地域社会の発展に貢献するとともに地球環境の保護にも積極的に取り組み

ます。 

事業の概要 

こちらは、第一化学工業(株)の

社屋です。近隣や環境に配慮し

た工場で、よくめっき工場には

思えない。と言われております。 

mailto:info@daiichi-kagaku.com
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 事業内容 

表面処理事業（硬質クロムめっき） 

 

高品質・高精度！全国どこからでも 1 個より処理のご依頼をいただいております。 

寸法公差内での処理が可能。多彩なマスキング技術で内径めっきや部分めっきも対応しております。 

また、電気めっき特有の花咲きを独自の電極技術で解決しており、「めっき処理後の工程は不要！

無駄な費用は掛けさせない！」が弊社のポリシーです。お客様の生産性向上・コストダウンに貢献す

ることを最大の使命と考えています。 

なお、お客さまからのご要望で、硬質クロムめっき処理には欠かせないバフ研磨も対応しています。 

  

                                           

 

                                          

 

  

 

 

【硬質クロムめっき処理】 

弊社では、クロムめっき槽を 7 槽設置しています。各めっき槽ごとに担

当者が決まっており、担当者が責任を持ってめっき槽の管理をしていま

す。1 点 1 様で治具を製作し、高品質のめっき処理でお客様のご要望に

お応えします。まさに、電極技術者の達人！ 

【寸法測定検査】 

弊社は、寸法公差のある製品は、めっき処理前の加工寸法を測定し、めっ

きの膜厚を決定します。めっき処理後には、全数を測定し精度の確保を

してからお客様に納品いたします。マイクロメーター・インナーマイクロメ

ーター・膜厚測定器など準備をしています。 

【マスキング処理】 

弊社では、多種多様なマスキング剤を駆使して部分めっきの処理に対応

しています。内径めっきや加工時に削り過ぎた部分にめっき処理を施す

など用途はさまざまですが、お客様のご要望にお応えしています。 

【バフ研磨】 

弊社では、バフ研磨職人がお客様のご要望に応えるべくバフと研磨剤

を上手く組み合わせてバフ研磨の作業を行っています。金型やレール

部品などの製品部（流動部）にバフ研磨を施し硬質クロムめっき処理

することで、離型性・耐摩耗性が向上します。 

【硬質クロムめっき処理後の製品（スクリュー】 

スクリュー部に硬質クロムめっき処理を施すことにより離型性・耐摩耗性が

向上し、作業効率が上がり、また、長持ちすることで経費削減になります。 
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第一化学工業株式会社 環境経営方針 

 

＜環境経営基本理念＞ 

 

第一化学工業株式会社は、地球環境保全が人類共通の最重要課題であることを認識し、企業活動を通じ全

従業員で組織運営に継続的に取り組み地球環境の保全に積極的に努めます。 

 

＜基本方針＞ 

 

第一化学工業株式会社は、表面処理事業（硬質クロムめっき）含め事業活動を行う中で常に環境への影響を

意識し、環境経営基本理念に基づき全員参加で環境保全活動に取り組みます。 

 

1．製品不良率を削減し環境負荷を削減、顧客満足度の向上に努めます。 

  製品不良率を削減する事で、電気使用量・化学物質使用量・廃棄物排出量を削減・時間外労働時間削減。

更に顧客満足度の向上に結び付け、売上向上を目指します。  

 

2．法規制・条例・政令その他の要求事項を遵守し、環境汚染の予防に努めます。 

 

3．継続的に環境保全を目指し、継続的に下記の目標に基づき企業活動を行います。 

また、定期的に見直しを行います。  

① 製品不良率を削減し環境負荷削減、顧客満足向上に努めます。 

② 二酸化炭素排出量削減に努めます。 

③ 化学物質の徹底管理を行い環境汚染ゼロに努めます。 

④ 廃棄物の３Ｒ活動に努めます。 

⑤ 水使用量削減に努めます。 

⑥ 時間外労働時間削減に努めます。 

 

4．環境経営方針を達成させるために全従業員の環境への認識を高め、教育訓練を実施し 地球環境の保全

に取り組みます。また、継続的に社内設備点検を実施し、化学物質の流出防止などを含め経営改善に努めます。 

 

5．地域・社会との協調をはかり、積極的な情報開示とコミュニケーションを行います。 

 

                                    制定日 2010 年 7 月 28 日 

                                         改定日 2025 年 5 月 1 日 

                          第一化学工業株式会社 

                      代表取締役社長 泉 三弘 

 

環境経営方針 
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環境管理責任者氏名及び担当者 

【代表者】代表取締役：泉 三弘 

【環境管理責任者】総務部部長環境管理課 加藤 せつ子 

【二酸化炭素排出量削減リーダー】業務部 清水 正美  

【化学物質使用量削減・徹底管理リーダー】製造部めっき課課長 鎌田 治郎 

【廃棄物削減リーダー】製造部研磨課係長 神戸 等 

【水使用量削減リーダー】製造部検査課課長 鈴木 愛芳 

【製品不良率削減リーダー】工場長 吉田 真記 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営システム組織図 

代表者

泉 三弘

水使用量削減リーダー

鈴木 愛芳

曽我 華子

長谷川 早苗

住山 望鈴

廃棄物削減リーダー

神戸 等

佐藤 富男

杉本 勇一

吉永 崇由

化学物質削減・徹底管理

リーダー

鎌田 治郎

黒川 善明

鈴木 理大

二酸化炭素排出量削減

リーダー

清水 正美

佐藤 努

塚本 優花

製品不良率削減リーダー

吉田 真記

全従業員

EA21事務局

環境管理責任者

加藤 せつ子

作成日 2010 年 7 月 28 日 

改正日 2025 年 5 月 1 日 
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 役割・責任・権限 

代表者 

泉 三弘 

1.環境経営に関する統括責任者 

2.効果的で必要十分な実施体制を構築する 

3.代表者による全体の評価と見直しを実施 

4.実施体制においては、各自の役割・責任及び権限を定め全従業員に周知する 

5.環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

6.「課題とチャンス」の明確化 

7.エコアクション 21 取組のおける全責任・権限 

8.エコアクション 21 を運用し、維持するための経営資源を用意する 

エコアクション 21 事務局 

環境管理責任者 

加藤 せつ子 

1.環境経営推進の事務局・取組における権限 

2.環境経営目標・環境経営計画書・実績表の作成 

3.環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

4.環境経営レポートの作成 

5.全社の環境関連の掲示物等の作成・掲示 

6.各リーダーへの提案・相談の窓口 

7.各手順書の見直し・作成など外部提出書類の作成全般 

8.環境関連書類の保管 

各リーダー 

神戸 等 

鈴木 愛芳・鎌田 治郎 

吉田 真記・清水 正美 

 

1.各担当チームのテーマ推進 

2.各チームにおける環境経営システムの実施 

3.環境経営目標及び環境経営計画の実施、その達成状況の報告 

4.環境経営におけるチェックリストの記録・運用管理 

5.各チームの問題点の発見・是正・予防処置 

6.各手順書の見直し・提案 

全従業員 

1.環境経営方針を理解し、環境への取組の重要性を自覚 

2.環境経営システムへの参加 

3.環境関連全般においての提案 

4.緊急事態訓練・社内講習の参加 

5.外部講習・環境セミナーへの参加・報告レポート提出 

 

  

 

 

 

 

 

 

環境経営システム組織・役割 
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エコアクション 21 取組と SDGs 
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環境負荷項目 ／ 年度 基準年度 2025 年 2026 年 2027 年 

 

 

二酸化炭素排出量(㎏-CO2 年)（現場作業所） 67,367 60,631 57,262 53,894 

【電気】   2023 年度基準 100％ 90％ 85％ 80％ 

二酸化炭素排出量(㎏-CO2 年)（事務所） 1,694 1,525 1,440 1,355 

【電気】   2023 年度基準 100％ 90％ 85％ 80％ 

二酸化炭素排出量(㎏-CO2 年) 1,960 1,764 1,666 1,568 

【ガソリン】 2023 年度基準 100% 90％ 85％ 80％ 

 

 

一般廃棄物排出量(ｔ/年)（事務系） 7.200 6.840 6.120 5.760 

2023 年度基準 100％ 90％ 85％ 80％ 

産業廃棄物排出量(ｔ/年)（金属クズ等） 0.250 0.225 0.223 0.200 

2023 年度基準 100％ 90％ 80％ 80％ 

 

 

 

特別管理産業廃棄物排出量(ｔ/年)（廃フィルター等） 0.300 0.270 0.255 0.240 

2023 年度基準 100％ 90％ 85％ 80％ 

特別管理産業廃棄物排出量(ｔ/年)（ｸﾛﾑ酸・塩酸廃液） 11.390 10.251 9.682 9.112 

2023 年度基準 100％ 90％ 85％ 80％ 

特別管理産業廃棄物排出量(ｔ/年)（アルカリ廃液） 47.830 43.047 40.656 38.264 

2023 年度基準 100％ 90％ 85％ 80％ 

 

水使用量(㎥/年) 594 535 505 475 

2023 年度基準 100％ 90％ 85％ 80％ 

 

 

 

化学物質使用量・徹底管理(㎏/年)（無水クロム酸） 550 495 468 440 

2023 年度基準・実績把握・徹底管理(○・×) ○ → → → 

化学物質使用量・徹底管理(㎏/年)（ホワイトガソリン） 711 640 604 569 

2023 年度基準・実績把握・徹底管理(○・×) ○ → → → 

化学物質使用量・徹底管理(㎏/年)（ディップソール） 54 49 46 43 

2023 年度基準・実績把握・徹底管理(○・×) ○ → → → 

 

課題とチャンス(時間/年)（時間外労働時間の削減） 836 753 711 669 

2023 年度基準 100％ 90％ 85％ 80％ 

 

製品不良率削減(件/年)) 5 5 4 4 

2023 年度基準 100％ 90％ 85％ 80％ 

*CO2 排出係数は、2019 年東京ガスの調整後排出係数 0.364 ㎏-CO2/kwh を使用した。 

 

             

 

 

 

 

環境経営目標（中長期） 
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環境負荷項目／年度 基準年度 目 標 実 績 達成状況 

 

  

 

 

二酸化炭素排出量(㎏-CO2)電気 67,367 60,631 65,603 

 
【現場作業所】2023 年度基準（％） 100％ 90％ 97% 

二酸化炭素排出量(㎏-CO2)電気 1,694 1,525 1,635 

 
【事務所】2023 年度基準（％） 100％ 90％ 97％ 

二酸化炭素排出量(㎏-CO2 年)ｶﾞｿﾘﾝ 1,960 1,764 3,440 

 
2023 年度基準（％） 100% 90% 195% 

総  量 

（灯油・LPG 含む） 

72,159.56 64,943.604 71,934.79 

 
100% 90% 100% 

 

  

一般廃棄物排出量(ｔ/年) 7.200 6.840 8.415 

 
2023 年度基準（％） 100％ 90％ 117% 

産業廃棄物排出量(ｔ/年) 0.250 0.225 0.05 

 
2023 年度基準（％） 100％ 90％ 22％ 

 

 

 

特別管理産業廃棄物排出量(ｔ/年) 0.300 0.270 0.068 

 
【廃フィルター等】2023 年度基準（％） 100％ 90％ 25％ 

特別管理産業廃棄物排出量(ｔ/年) 11.390 10.251 9.690 

 
【ｸﾛﾑ酸・塩酸廃液】2023 年度基準（％） 100％ 90％ 94％ 

特別管理産業廃棄物排出量(ｔ/年) 47.830 43.074 35.820 

 
【アルカリ廃液】2023 年度基準（％） 100％ 90％ 75％ 

 

水使用量(㎥/年) 594 535 555 

 
2023 年度基準（％） 100％ 90％ 104% 

 

 

 

化学物質使用量(㎏/年) 550 495 475 

 
【無水ｸﾛﾑ酸】2023 年度基準（％） 100％ 90％ 86％ 

化学物質使用量(㎏/年) 711 640 756 

 
【ﾎﾜｲﾄｶﾞｿﾘﾝ】2023 年度基準（％） 100％ 90％ 106％ 

化学物質使用量(㎏/年) 54 49 33 

 
【ﾃﾞｨｯﾌﾟｿｰﾙ】2023 年基準（％） 100％ 90％ 68％ 

 

課題とチャンス(時間/年)（時間外労働時間の削減 836 753 733 

 
2023 年度基準（％） 100％ 90% 88% 

 

製品不良率削減(件数) 5 5 5 

 
2023 年度基準（件） 100％ 90％ 90％ 

*CO2 排出係数は、2019 年東京ガスの調整後排出係数 0.364 ㎏-CO2/kwh を使用しました。 

 

 

 

 

 

 

今年度の環境経営目標と実績 
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【電力による二酸化炭素の排出量の削減（現場作業所）】                  

 

      *CO2 排出係数は、2019 年東京ガスの調整後排出係数 0.364 ㎏-CO2/kwh を使用しました。  

 

                                 

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

二酸化炭素排出量の削減(電気・現場作業所) 

作業改善・業務改善の推進 ◎ 時間短縮で効率を考え実行できた 全取組を継続して実行する。なお、2 月に

全照明を LEDに変更したが成果が見られ

ず、次年度は更なる削減目標を決めて全

従業員で努めます。 

空調機等のフィルターの定期清掃 ◎ 目標より多く実行できた 

不要な照明の消灯 ◎ ほぼ確実に実行できた 

照明器具の定期的な清掃 △ 目標の半分しか実行できませんでした 

削減に繋がる社員の意識向上 ◎ 各自が意識し削減に努めている 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった  

 

 

 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 67,367 63,999 60,631 57,262 53,894

実績 67,367 66,599 65,603
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二酸化炭素排出量(㎏−CO2)現場作業所

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 

現場作業所の電灯は全

てプルスイッチにし、不

要な電灯は必ず消灯して

二酸化炭素の排出量の

削減に努めています。 

2 月に工場に使用

されている蛍光灯を

全て LED に変更し

ました。（袖看板も含

む） 
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【電力による二酸化炭素削減（事務所）】                                       

 

      *CO2 排出係数は、2019 年東京ガスの調整後排出係数 0.364 ㎏-CO2/kwh を使用しました。  

 

 

 

                                                                                   

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

二酸化炭素排出量の削減(電気・事務所) 

空調温度の適正化（冷房 28℃暖房

20℃） 

× 夏場は猛暑で適正温度を厳守出来ません

でした 

全取組を継続して実行する。なお、次年度

は、熱中症対策の強化のために、空調温度

の目標値を変更し、取り組みを実行する。

目標を達成するために工夫し取り組みを

実行する。 

不要照明の消灯・こまめな消灯 △ まだ、トイレの消し忘れが目立つ 

扇風機と併用して空調機を使用する ◎ ほぼ確実に実行できた 

照明機器・空調機のフィルター清掃 △ 天井に取り付けの照明以外実行できた 

電気使用量削減に繋がる社員教育 ◎ 気付いた時点で都度声がけし実行した 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった  

 

 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 1,694 1,609 1,525 1,440 1355

実績 1,694 1,678 1635
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二酸化炭素排出量(㎏−CO2)事務所

節電ステーッカー コンセントタイマーを必要な箇所に設置 トイレは、低温・便座の蓋は閉める！！ 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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【自動車燃料による二酸化炭素の排出量の削減】                  

 

      *CO2 排出係数は、2022 年 2.320 ㎏-CO2/kwh を使用しました。 

 

 

  

           

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減 

アイドリングストップ ◎ 運転時に都度意識し実行した 全取組を継続して実行する。なお、昨年よ

り削減したが、二酸化炭素排出量が基準

年度より大幅に多くなったので今一度削

減に繋がるように知恵を絞り努力をする。 

エコドライブ運転の徹底 ◎ 急発進・急停車などを意識し実行した 

営業活動は最短ルートで効率よく回る ◎ 地図とネット検索を上手く活用した 

公共の交通機関との併用 ◎ 経費も考え社用車移動と併用した 

削減に繋がる社員の意識向上 ◎ 社用車での同行時の会話に盛り込んだ 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった  

 

2023年 2024年 2025年 2026年

目標 1,960 1,862 1,764 1,666

実績 1,960 5,056 3,440

1,960 1,862 1,764 1,666
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自動車燃料による二酸化炭素排出量(㎏−CO2)

アイドリングストップ・エコ運転の実施 最短ルートでの営業活動 公共の交通機関を上手く利用し削減 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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  【一般廃棄物排出量の削減】                              

 

 

   

 

               

                                      

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

一般廃棄物排出量の削減 

各個人が責任を持って分別の徹底 ◎ ほぼ確実に実行できた 全取組を継続して実行する。 

なお、廃棄物の排出量が年々増加してい

るので、削減目標の見直し・社員教育で指

導をし、取り組みを実行し削減に務める。 

3S 活動の徹底 ◎ ほぼ確実に実行できた 

廃棄量の記録表の記入漏れを無くす △ まだ、確実に実行出来ていない 

帳票見直しによる印刷物の削減 △ 全帳票のデジタル化は厳しい 

削減に繋がる社員教育 △ 意識して取り組んだ 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 7,200 6,840 6,480 6,120 5,760

実績 7,200 7,335 8,415
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一般廃棄物排出量（㎏）

コピー用紙は両面使用後にシュレッターし梱包材として再利用しています 使用しなくなった棚を再利用してゴミ置き場に設置 

ゴミ置き場に設置！！ 

小スペースに収まりました 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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  【産業廃棄物排出量の削減（金属くずなど】                              

 

*産業廃棄物（金属くずなど）は、処理委託で処分しています。 

 

             

 

 

 

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

産業廃棄物排出量の削減（金属くずなど） 

各個人が責任を持って分別の徹底 ◎ 実行できた 全取組を継続して実行する。 

なお、廃棄物の置き場の整理整頓も徐々

にではあるが改善されている。 

3S 活動の徹底 ◎ ほぼ確実に実行できた 

保管の徹底 ◎ 確実に実行できた 

マニフェストの確実な登録 ◎ 休日の場合はスマートフォンから登録した 

削減に繋がる社員教育 △ 意識して取り組んだが確実ではない 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

 

 

 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 250 238 225 213 200

実績 250 150 50
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産業廃棄物排出量（金属くずなど）（㎏）

弊社から排出した金属くずなどは、中間処分場で処理を終え最終的に資源化され再利用されています。 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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  【特別産業廃棄物排出量の削減（廃フィルター等）】                              

 

 

 

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

特別管理産業廃棄物排出量の削減（廃フィルター等） 

各個人が責任を持って分別の徹底 ◎ 実行できた 全取組を継続して実行する。 

なお、削減も達成できているので今年度

同様に次年度も意識して全従業員で取り

組む。 

3S 活動の徹底 ◎ 確実に実行できた 

保管の徹底 ◎ 確実に実行できた 

マニフェストの確実な登録 ◎ 休日の場合はスマートフォンから登録した 

削減に繋がる社員教育 ◎ 実行できた 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

 

 

 

 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 300 285 270 255 240

実績 300 115 68
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産業廃棄物排出量（廃フィルター等）（㎏）

弊社は、ワコンナー（イオン交換塔）を使用しているため、現場で使用する

水は全て循環水を使用しており排水ゼロを実現しています。ワコンナーで

使用済みになった廃フィルターや、めっき処理の際に使用したビニール等

は、化学物質が付着しているため保管の際は、ドラム缶にビニールを入れ

保管します。また、ドラム缶の下には升を置き液漏れ対策もしています。ド

ラム缶に蓋も付いていますが強風対策としてさらに板で蓋をして外部へ

の流出を防いでいます。保管と流出防止を徹底しています。 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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  【特別産業廃棄物排出量の削減（クロム酸・塩酸廃液）】                              

 

 

  

 

 

                     

  

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

特別管理産業廃棄物排出量の削減（クロム酸・塩酸廃液） 

各個人が責任を持って分別の徹底 ◎ 実行できた 全取組を継続して実行する。 

なお、削減も達成できているので今年度

同様に廃棄時期の見極めをし、次年度も

意識して削減に繋がるよう全従業員で取

り組む。 

3S 活動の徹底 ◎ 確実に実行できた 

保管の徹底 ◎ 確実に実行できた 

マニフェストの確実な登録 ◎ 休日の場合はスマートフォンから登録した 

削減に繋がる社員教育 ◎ 実行できた 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

 

 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 11,390 10,821 10,251 9,682 9,112

実績 11,390 10,490 9,690
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産業廃棄物排出量（クロム酸・塩酸廃液）（㎏）

特別管理産業廃棄物の廃液として定期的にローリーで回収。

適正な処分を行っています。 

クロム酸・塩酸廃液は、FRP の地下ピットで保管しています。

満タンになる前に特別管理産業廃棄物として処理委託。 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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  【特別産業廃棄物排出量の削減（アルカリ廃液）】                              

 

 

 

 

 

                    

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

特別管理産業廃棄物排出量の削減（アルカリ廃液） 

各個人が責任を持って分別の徹底 ◎ 実行できた 全取組を継続して実行する。 

なお、削減も達成できているので今年度

同様にアルカリ交換時期の見極めをし、次

年度も意識して削減に繋がるよう全従業

員で取り組む。 

3S 活動の徹底 ◎ 確実に実行できた 

保管の徹底 ◎ 確実に実行できた 

マニフェストの確実な登録 ◎ 休日の場合はスマートフォンから登録した 

削減に繋がる社員教育 ◎ 実行できた 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

 

 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 47,830 45,439 43,047 40,656 38,264

実績 47,830 39,660 35,820
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産業廃棄物排出量（アルカリ廃液）（㎏）

アルカリ廃液は、FRP の地下ピットで保管しています。満タン

になる前に特別管理産業廃棄物として処理委託。 

年 1 回は、処分場の現地視察へ行き確認しています。今年は、

10 月 17 日にイコール・ゼロさんへお伺いしました。 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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  【水使用量の削減】                                 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

水使用量の削減 

再度節水シールの貼り付けとﾎﾟｽﾀｰ掲示 △ まだ必要な個所がある 全取組を継続して実行する。 

なお、増加傾向にある。節水への活動目標

を見改め確実に実行し削減に努める。 

無駄遣いをしている人に声がけをする △ 声がけを出来ない人がいる 

トイレ使用時小便は小で流す ◎ 実行できたと思いたい 

水使用量を把握し見直しを行う × 取組目標の見直しが必要 

節水に繋がる社員教育 ◎ 実行できた 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 594 564 535 505 475

実績 594 568 555
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水使用量の削減（㎥）

社内全ての蛇口に「節水」ステッカーを貼って「節水」を実行！！ トイレ使用時、「小便は小で流しましょう」ステッカー！！ 

全従業員にアンケートを取ったところ、男性はトイレ使用後に、小便も大便も「大」で流すことが分かりました。今は自動で流れるトイレもあります

が、弊社のトイレは手動なので、トイレ使用後に小便は「小」で流すことを徹底すれば節水に繋がります。 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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【化学物質の使用量削減（無水クロム酸）】                                    

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

一般廃棄物排出量の削減 

使用量記録表の記録漏れを無くす ◎ 責任者の努力のお陰で記入漏れゼロ 全取組を継続して実行する。 

なお、多少増加したので、増加した要因を

探り少しでも削減できるよう取り組みを

実行する。 

SDS に基づく使用時の注意の徹底 △ まだ、確実とは言えない状況に見える 

保管庫の 3S 活動の徹底 △ 清掃が完全でないように思える 

保管の徹底管理 ◎ 確実に実行できた 

化学物質使用量削減に繋がる社員教育 △ 使用に関する教育は出来ている 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

  【化学物質の使用量削減（ホワイトガソリン）】                                    

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

化学物質使用量の削減（無水クロム酸） 

使用量記録表の記録漏れを無くす ◎ 責任者の努力のお陰で記入漏れゼロ 全取組を継続して実行する。 

なお、多少増加した。品質向上の上では増

加は仕方ないので、徹底管理に重点を置

き取り組みを実行する。 

SDS に基づく使用時の注意の徹底 ◎ 確実に実行できた 

保管庫の 3S 活動の徹底 ◎ 確実に実行できている 

保管の徹底管理 ◎ 確実に実行できた 

化学物質使用量削減に繋がる社員教育 ◎ リスクアセスメントを使用し実行した 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 550 523 495 468 440

実績 550 568 475
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化学物質の使用量削減（無水クロム酸）（㎏）

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 711 675 640 604 569

実績 711 729 756

711 675 640 604 569
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化学物質の使用量削減（ホワイトガソリン）（㎏）

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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【化学物質の使用量削減（ディップソール）】                                    

 

 

 

 

           

 

                                                                    

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

化学物質使用量の削減（ディップソール） 

使用量記録表の記録漏れを無くす ◎ 責任者の努力のお陰で記入漏れゼロ 全取組を継続して実行する。 

なお、次年度は、確実に実行されていない

目標に重点を置き取り組みを行い、全て

◎になるよう努力する。 

SDS に基づく使用時の注意の徹底 ◎ 確実に実行できた 

保管庫の 3S 活動の徹底 △ 清掃が完全でないように思える 

保管の徹底管理 ◎ 確実に実行できた 

化学物質使用量削減に繋がる社員教育 ◎ リスクアセスメントを使用し実行した 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 54 51 49 46 43

実績 54 25 33

54
51 49

46
43
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化学物質の使用量削減（ディップソール）（㎏）

転倒防止 保管庫の鍵は担当責任者が管理し、責任者承諾のもと

に使用することが出来るシステムです。（徹底管理） 

有機溶剤の保管庫は屋内に設置。使用の際は、

必ず責任者を通して鍵を開けます。（徹底管理） 

化学物質使用の際は、担当責

任者へ報告し責任者は使用量

を記録表に記入。月末には棚

卸を実施しています。 

化学物質を使用する際は、必要に応じ

て保護具を着用しています。ゴム長靴・

超強力ビニロン前掛け・有機溶剤用マ

スク・ビニール手袋・ゴーグル。 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 
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【製品不良率の削減】                  

                                   

 

 

                         

 

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

製品不良率の削減 

製品不良発生時の報告の徹底 ◎ 都度の報告を受けるようになった 全取組を継続して実行する。 

なお、引き続きコミュニケーションを取り

更なる削減に努める。技術向上のために、

新規案件への挑戦も検討し、実践する。 

顧客へのフォローや報告の徹底 ◎ 都度対応し、フォローも徹底している 

作業ミスの改善 ◎ 同じミスの発生が無くなった 

製品不良発生時の改善策相談の徹底 ◎ 都度、報告と相談し改善している 

製品不良率削減に繋がる社員教育 ◎ 責任者がコミュニケーションを取り実行 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

 

 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 5 5 5 4 4

実績 5 4 5

5 5 5

4 4
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6

製品不良率の削減（件）

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 

【不良対策】 

製品入荷時の外観検査を徹底することにより、事前に不良対策

が出来るようになりました。また、得意先より錆や汚れた製品が

入荷したとのクレームを受けた際も、出荷時の外観検査の徹底

と改善策を社内で話し合いを持つことで再発防止に繋がり不

良率削減になっています。 
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【時間外労働時間の削減】                    

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営活動計画 結果 取組の評価 次年度の取組内容 

時間外労働時間の削減 

作業効率を考え仕事に取り組む ◎ ほぼ確実に実行出来た 全取組を継続して実行する。 

なお、上に立つ者が率先して声がけするな

ど状況に応じてアドバイスをし、少しずつ

ではあるがコミュニケーションが取れてき

た。 

優先順位を決めて段取りを作る △ 少しずつ状況の変化に順応に対応出来た 

一定の人に仕事が集中しない様助け合う ◎ 出来る人は手助けをした 

コミュニケーションを取る △ 確実とは言えない状況 

時間外労働時間の削減に繋がる社員教育 △ まだまだ改善の余地ありと判断 

◎・・・実行できた   △・・・ほぼ実行できた   ×・・・実行出来なかった 

 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

目標 836 794 752 711 669

実績 836 702 733
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時間外労働時間の削減（時間）

目標は達成できているが、昨年度より多少増加した。人員が余っていない状況下での一従業員の怪我による長期的な休暇が増

加の要因と考えられる。危機管理体制の強化が必要と考え、他部署の仕事内容を共有する事は、とても難しいが、いかなる状況

でも、一部の従業員に負担がかからない様、円滑に仕事が回るように、社内で仕事の共有教育を開始した。 

また、一従業員の長期休業により社内体制の見直し、従業員の意識改革が出来、マイナスがプラスへ変化をもたらし、良い方法に

向かっていると思われる。いかなる状況になっても現状の人員で円滑に仕事が熟せる体制の確立を目指し、社員教育に努め、削

減を目指します。 

環境経営目標と実績・環境経営活動計画と取組結果・次年度取組内容 



23 

 

 

 

 

当社に適用される主な環境関連法規は下記の通りで、これらへの違反はありませんでした。 

なお、関係当局より違反等の指摘は、過去 3 年間ありませんでした。 

適用環境関連法規等 
適用される事項 

（事業活動・施設・物質など） 
遵守状況の確認・評価 

北区廃棄物条例 事業系一般廃棄物 事業系廃棄物シール使用 

廃棄物処理法 多量排出事業者 電子マニフェスト管理 

毒物及び劇物取扱法 無水クロム酸など 届出確認・表示板設置 

東京都環境確保条例 工場認可・表示板設置 現況届提出・表示板等確認 

東京都環境確保条例 化学物質適正管理 届出提出・表示板設置 

下水道法 ワコンナーなど 設置届・変更届など提出 

水質汚濁防止法 有害物質使用特定施設 届出提出 

土壌汚染対策法 電気めっき施設 申請書提出 

大気汚染防止法 スクラバー・社用車 設置届・車検 

騒音規制法 スクラバー 設置届 

消防法 消防管理者の選任・消防用設備の点検他 責任者選任・届出・点検結果報告提出 

リサイクル法 家電リサイクルなど 簡易点検記録表保管 

 

 

 

項  目 評   価 見 直 し 

 

二酸化炭素排出量 
目標達成は出来なかったが、わずかながら削減 引き続き取り組みを実行する。 

出来ている。 基準年度・取組目標の見直しをする。 

 
廃棄物排出量 

一般廃棄物は大幅に増加した。 全従業員の一般廃棄物に対しての取組 

産業廃棄物は大幅に削減した。 を今一度徹底する教育を行う。 

 
特別管理産業廃棄物排出量 

廃液の排出量は削減できた。 引き続き上手く回収サイクルを組み 

交換時期・回収時期の見直しが削減に繋がった。 削減に努める。 

 
水使用量 

増加した。 基準年度の見直しと、取組目標も再度 

年々増加傾向にある。 見直し検討する。 

 
化学物質使用量 

ホワイトガソリン以外は削減出来た。 徹底管理や取扱の遵守に重点を置き 

不良を出さないよう前処理の徹底をした結果。 取り組みを実行する。 

 

課題とチャンス 

（時間外労働時間の削減） 

削減した。 作業効率を考え削減に務める。 

効率よく作業に取り組んだ結果と思われる。  

 

本業に関わる継続的な環境改善 

（製品不良率削減） 

目標を達成することが出来た。。 引き続き取り組みを実行する。 

従業員の意識向上の結果と思われる。 今一度、気を引き締め丁寧な処理をし 

 削減に務める。 

 

 

 

環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

代表者による全体の評価と見直し 

ガソリンの使用量が大幅に増加した。日々の荷物の受け取りに社用車を使用する事が要因と思われる。全体的に基準

年度の見直しを含め取組目標を検討する。 
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第一化学工業株式会社の主な取り組み・環境経営活動 

【工場からの排水ゼロへ】 

2006 年 12 月イオン交換樹脂塔（ワコンナー）を導入。めっき処理の

際に使用する水は全てイオン交換樹脂塔で有害物質を完全に除去し、

純水に変え工場へ戻し再利用（循環）を図ることで公共下水道への排

水をゼロにしました。なお、イオン交換樹脂塔で回収された有害物質は

定期的にリサイクルセンターで回収し中和・還元処理され再利用してい

ます。 

社屋の屋上にスクラバー 

【有害な排気をゼロへ】 

めっき処理の作業に使用する化学物質（強酸や強アルカリ）などは、作業中に有害なガス（ミスト）を発生しま

す。それは人体に極めて有害なガスですが、弊社では従業員の作業環境改善と周辺への環境保全を図るため、

作業中に発生する有害なガスを排風機で屋上へ吸い上げ、排ガス洗浄装置（スクラバー）で取り除き、無害・無

臭のきれいな状態にして大気に放出しています。強力な排風機を使用していますので、工場内外に化学物質な

どの臭いは全くありません。 

 

【スクラバーの洗浄】 

スクラバー廃液回収に合わせスクラバーの内側を洗浄しています。スクラバーの

廃液はローリーで回収され処理業者に特別産業廃棄物として処理委託。 

 

【スクラバー廃液回収】 

屋上のスクラバー廃液は

パイプを通し 1 階から半

年に 1 度回収します。 
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第一化学工業株式会社の主な取り組み・環境経営活動 

【バフ研磨室の環境改善】 

弊社の 2 階に配置されているバフ研磨室は、1 階のめっき処理

施設からの製品を荷物用のエレベーターで移動しています。今ま

で、エレバーターを設置している都合上、エアコンが効かず夏は

暑く、冬は寒く、過酷な環境下で作業していましたが、エレベータ

ーを囲み扉から製品を取り出すように改善しました。その結果、

エアコンが聞くようになり、作業改善になりました。 

【マニフェストの電子化】 

2020 年 4 月から紙のマニフェストから電子マニフェストに変更しました。廃棄物の移動や処分の管理、行政

への報告が簡易的になりました。 

【熱風乾燥機を変更】 

長年使用していた熱風乾燥機を乾燥機

機能付きのベーキング炉に変更しまし

た。電気使用量も削減できると期待し

ています。 

【リスクアセスメント】 

化学物質を使用する弊社は、化学物質管理者講習を受講した者を責任者に選

任し、マトリクス法によるリスクの見積もりを全化学物質においてファイリング

し全従業員で共有し、リスクアセスメント結果を全従業員への周知に活用して

います。 

【保護具着用】 

化学物質を使用する際は、必要に応じて保

護具を着用しています。ゴム長靴・超強力

ビニロン前掛け・有機溶剤用マスク・ビニー

ル手袋・ゴーグル。また、表示板を設置し責

任者も選任しています。 
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第一化学工業株式会社の主な取り組み・環境経営活動 

【防災袋】 

全従業員に配布して

いる防災袋の中身を

チェック・点検。水・

乾パン・乾電池など

新しくしました。 

【AED 講習】 

セコムさんを講師に招

いて全従業員で AED

講習を受講しました。

人命救助は簡単な事で

はないことを実践で学

べましたが、実践の機

会がない事が一番。 

【防災対策】 

2024 年 8 月 8 日、気象庁の南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）発表を受

け、社内の責任者を集め「災害対策マニュアル」に基づき緊急時対応について話し

合いの場を設け、従業員にも報告した。また、化学物質の流出を防ぐため使用する

ブルーシートなどの在庫確認をし、災害に備えました。 

【水使用量の削減に努めて】 

毎年 5 月初旬からグリーンカーテン栽培に努めていましたが、猛暑の影響で思うように育成せず、遮熱フィルムに変更しました。

一日 2 回の水撒きが無くなり水使用量の削減にもなります。 
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平成 27 年度「北区きらりと光るものづくり顕彰」きらめきの技人部門受賞 

区内の優れた企業活動・技能・技術な

どを顕彰し、北区の「ものづくり」の素

晴らしさを広く内外に PR するとこを

目的とした【北区きらりと光るものづ

くり顕彰】にて、きらめきの技人部門

の受賞をしました。 

「北区きらりと光るものづくり顕彰」授賞式 

日時：平成 28 年 2 月 10 日 

場所：北とぴあ 

東京都北区長の花川與惣太氏より授賞企業・授賞者へ授

与が執り行われ、授賞式の後は、懇親会が開かれ授賞企業

との親交も深まりました。 

 

2018 年 9 月 6 日 環境省主催のセミナーに登壇 

2018 年 9 月 6 日（木）新橋で行われた、エコアクション 21 セミナー

「環境経営で企業を発展させる」において【わが社におけるエコアクショ

ン 21 の取組】と題して事例発表をさせていただきました。講演者、事

例発表事業者と共にパネルディスカッションにも参加し、意見交換もさ

せていただきました。  

2017 年度 環境活動レポート掲載 

第 13 回エコアクション 21 全国交流研修会 in 東京

が、2018 年 10 月 12・13 日の両日ベルサール神田

で行われ、その際に使用するテキストに我社の環境活

動レポートを掲載されました。 
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  第 55 回全国鍍金工業組合連合会 全国中小企業団体中央会長賞 受賞 

第 55 回全国鍍金工業組合連合会にて、 

全国中小企業団体中央会長賞 硬質クロムめっき部門を受賞いたしました。 

      

 

 

 

  

  

 

 

平成 29 年度全国めっき技術コンクール 

日
刊
工
業
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

令和元年度「北区きらりと光るものづくり顕彰」きらめきの技人部門受賞 

区内の優れた企業活動・技能・技術など

を顕彰し、北区の「ものづくり」の素晴

らしさを広く内外に PR するとこを目

的とした【北区きらりと光るものづくり

顕彰】にて、きらめきの技人部門の受賞

をしました 。 
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おわりに 

第一化学工業株式会社の SDGs 

【東京都北区 SDGs 推進企業認証制度】 

東京都北区では、「北区ゼロカーボンシティに向けて」色々な取り組みを行い達成するためには事業者の積極

的な環境活動が不可欠。大企業のみならず中小企業にも脱炭素経営が求められていることから、「東京都北区

SDGs 推進企業認証制度」を設け認証審査会で審査し認証の可否を決定されます。弊社は、令和 7 年 1 月 8

日付で「北区 SDGs 推進企業」として認証されました。また、社内では、責任者を集め「企業のメンタルヘル

ス・ハラスメント対策」について話し合い、コミュニケーションの重要性を改めて周知しました。今後も、更なる

取り組みを実践し SDGs の 17 の目標＆169 のターゲット達成に尽力します。 

2011 年のエコアクション２１の認証・登録から 14 年となりました。東京都北区 SDGs 推進企業認証もさ

れ、再度気を引き締めて取り組みを実施します。 

昨今の世界情勢を見ると、先の見通しが出来ず先行きが不安な事ばかりに思えます。とくに、原油の急激な

高騰は企業や家庭にも降りかかってくる大きな問題となり、この先の物価高は更に加速すると思われ、売上

向上と経費削減の取組は重要な課題です。 

全従業員で知恵を絞り一丸となり、より良い生活確保のため努力してまいります。 


